
人
事
異
動

官
庁
報
告

区
分

簿
冊
（
基
準
点
測
量
成
果
簿
）

の
名
称

地
図
（
基
準
点
網
図
）
の
名
称

実

施

地

域

北
海
道

滝
川
地
区

妹
背
牛
、
滝
川

滝
川
市

奈
井
江
地
区

砂
川

奈
井
江
町

長
沼
地
区

恵
庭

長
沼
町

羽
幌
地
区

羽
幌
、
天
塩
有
明
、
三
渓

羽
幌
町

遠
軽
地
区

生
田
原

遠
軽
町
、
佐
呂
間
町

厚
真
地
区

早
来

厚
真
町

標
茶
地
区

標
茶

標
茶
町

弟
子
屈
地
区

弟
子
屈

弟
子
屈
町

静
岡
県

静
岡
地
区

清
水
、
千
頭

静
岡
市

浜
松
引
佐
地
区

三
河
大
野
、
浜
松

浜
松
市

京
都
府

向
日
地
区

京
都
西
南
部

向
日
市

南
丹
地
区

京
都
西
北
部

南
丹
市

兵
庫
県

豊
岡
地
区

城
崎
、
村
岡

豊
岡
市

養
父
地
区

出
石
、
村
岡
、
但
馬
竹
田
、
大

屋
市
場

養
父
市

朝
来
地
区

出
石
、
但
馬
竹
田
、
生
野

朝
来
市

淡
路
志
筑
地
区

洲
本

淡
路
市

淡
路
生
田
地
区

明
石
、
洲
本

淡
路
市

多
可
地
区

生
野
、
北
条

多
可
町

播
磨
地
区

高
砂

播
磨
町

福
崎
地
区

山
崎
、
龍
野

福
崎
町

神
河
地
区

山
崎
、
生
野

神
河
町

奈
良
県

山
添
西
波
多
地
区

上
野
、
名
張

山
添
村
、
奈
良
市

山
添
岩
屋
地
区

上
野
、
名
張

山
添
村

御

地
区

名
張
、
高
見
山

御

村

和
歌
山
県

御
坊
地
区

御
坊

御
坊
市

田
辺
新
庄
地
区

田
辺
、
周
参
見

田
辺
市

田
辺
本
宮
地
区

龍
神
、
栗
栖
川
、
新
宮

田
辺
市

紀
の
川
地
区

粉
河

紀
の
川
市

広
川
地
区

動
木
、
川
原
河

広
川
町

有
田
川
地
区

動
木

有
田
川
町

印
南
地
区

川
原
河
、
印
南

印
南
町

み
な
べ
地
区

川
原
河

み
な
べ
町

日
高
川
川
辺
地
区

川
原
河

日
高
川
町

日
高
川
寒
川
地
区

川
原
河

日
高
川
町

上
富
田
地
区

田
辺
、
周
参
見

上
富
田
町

す
さ
み
地
区

江
住

す
さ
み
町

那
智
勝
浦
地
区

那
智
勝
浦

那
智
勝
浦
町

古
座
川
地
区

江
住

古
座
川
町

浜
松
龍
山
地
区

天
竜

浜
松
市

浜
松
光
明
山
地
区

天
竜

浜
松
市

浜
松
水
窪
地
区

満
島

浜
松
市

浜
松
春
野
地
区

千
頭
、
家
山

浜
松
市

川
根
本
地
区

千
頭

静
岡
市
、
川
根
本
町

森
地
区

天
竜

森
町

愛
知
県

設
楽
地
区

田
口
、
根
羽

設
楽
町

三
重
県

熊
野
地
区

木
本

尾
鷲
市
、
熊
野
市

志
摩
浜
島
地
区

波
切
、
贄
浦

志
摩
市

志
摩
立
神
地
区

波
切

志
摩
市

明
和
地
区

松
阪

明
和
町
、
伊
勢
市

大
台
地
区

伊
勢

大
台
町

紀
北
地
区

島
勝
浦
、
尾
鷲

紀
北
町

平成™š年˜™月™˜日 水曜日 第œ�—œ号官 報

内

閣

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

細
野

志

経
済
産
業
大
臣
枝
野
幸
男
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務

大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

細
野

志

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
枝
野
幸
男
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
担
当
）
事
務

代
理
を
免
ず
る
（
以
上
十
二
月
十
七
日
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

外
務
大
臣
玄
葉
光
一
郎
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る
（
十
二
月
十
八
日
）

国
務
大
臣
秘
書
官

根
岸

庸
夫

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る

日
本
学
士
院
新
会
員
の
選
定
に
つ
い
て

日
本
学
士
院
は
、
平
成
2
3年

1
2月

1
2日
開
催
の
第
1
0
5
4

回
総
会
に
お
い
て
、
日
本
学
士
院
法
第
３
条
の
規
定
に
よ

り
、
下
記
の
７
名
を
日
本
学
士
院
会
員
に
選
定
し
た
。

平
成

2
3
年

1
2
月

2
1
日日本
学
士
院
長
久
保
正
彰

記
第
１
部
第
１
分
科
文
学
博
士

薗
田

坦
第
２
分
科
法
学
博
士

佐
々
木
毅

第
３
分
科
経
済
学
博
士

鈴
村
興
太
郎

第
２
部
第
４
分
科
理
学
博
士

鈴
木

章
同

理
学
博
士

田
中
靖
郎

同
理
学
博
士

深
尾
良
夫

第
５
分
科
工
学
博
士

堀
幸
夫

（
津
地
方
裁
判
所
判
事
兼
津
家
庭
裁

判
所
判
事
）
判
事

山
下

郁
夫

（
大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
）
同

中
本

敏
嗣

簡
易
裁
判
所
判
事
に
兼
ね
て
任
命
す
る
（
各
通
）

（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
判
事
兼
さ

い
た
ま
家
庭
裁
判
所
判
事
・
さ
い

た
ま
簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
兼

簡
易
裁
判
所
判
事

大
谷

吉
史

（
津
地
方
裁
判
所
判
事
兼
津
家
庭
裁

判
所
判
事
・
津
簡
易
裁
判
所
判

事
）
同

林

道
春

（
大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
・
大
阪
簡

易
裁
判
所
判
事
）
同

小
久
保
孝
雄

兼
官
を
免
ず
る
（
各
通
）

（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
事
）
判
事

中
村

直
文

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
十
二
月
十
九
日
）

文

教

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
公
告

国
土
地
理
院
が
行
っ
た
国
土
調
査
の
結
果
作
成
さ
れ
た
次
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八

十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

Ÿ
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